
 

 

 

 

 

 

 暑さが少しずつ和らぎ、秋の訪れを感じるようになってきました。子どもたちは園庭へ出ると、バッタやコ

オロギ、カマキリなどの虫を探したり、友達と一緒に鬼ごっこやエンドレスリレーをしたりして元気いっぱい

遊んでいます。虫との関わりの中では、捕まえたバッタを育てるために必要な物を図鑑を使って調べたり、土

や細長い草を集めてバッタの家を作ったり、身近な虫への興味や関心を深めています。また、見たり触れたり

しながら、「このバッタは足が長いからめっちゃ高く跳べるんや」「草から草にジャンプできるんやな」など、

観察して気付いたことを友達と伝え合う姿も見られます。身近な秋の自然に触れながら、一人一人の発見や学

びが広がっています。 

 さて、１０日は運動会です。今回のクラスだよりでは、はな組の子どもたちが行う演技や競技についてお知

らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 １０月 ８日 

 
はなぐみだより No.８ 

＊ プログラム 3 番 表現『へんしん！のりものワールド』 ＊ 

 

バスごっこや紙飛行機を作って飛ばす等、子どもたちはこれまで「やってみたい！」という思いから、い

ろいろな遊びを楽しんできました。バスごっこで友達と共通のイメージの中で様々な場所へ出かけたり、紙

飛行機では、「もっと高く飛ばしたい」「遠くまで飛ばしたい」と、工夫しながら折ったり、飛ばしたりする

中で、一人一人のイメージや遊びが少しずつ広がっていきました。 

運動会では、みんなで気持ちを合わせて踊る楽しさだけでなく、これまでの遊びの中で楽しんできたこと

を自分なりに表現することを大切にしています。紙飛行機になって飛んだり、バスや電車になって動いた

り、一人一人がイメージしたことを体いっぱい表現します。また、遊びを通して友達との関わりも広がって

きました。気の合う友達だけでなく様々な友達と一緒に遊ぶ中で相手の様子を見たり、気にかけたりする姿

が見られるようになっています。友達の肩に手を置いて、バスや電車になって進む場面では、自分だけがど

んどん進んでしまうと、後ろの友達がついてくることができません。「後ろのお客さん(友達)はついてきて

るかな？」と、振り返って友達の様子を確かめたり、歩く速さを考えたりする姿が見られるようになってい

きました。「自分がこうしたい」という思いだけでなく、友達のことを思う気持ちが育ってきています。一

人でのびのびと表現する姿も、友達と気持ちを合わせながら表現する姿も、今の子どもたちにとって大切な

経験です。これまでの遊びの中で膨らませてきたイメージの中で、友達と表現する楽しさを運動会でもたく

さん感じてほしいと思っています。 

 

おぎの幼稚園の草
むらを作るぞ！ 

羽をピンっと伸ばして
高く飛ぶ紙飛行機♪ 

3 人バスしゅっぱつ
しんこう！！ 

好きな遊びの時間にも友

達を誘い合ってダンスを

踊っています 

作った草を使って、おぎ

の幼稚園の雰囲気を感じ

ながら表現しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ プログラム 6 番 異年齢競技 『めくってめくってゲーム』 ＊ 

 

 大きなカードを制限時間内に自分のチームの色にひっくり返していく遊びを、かぜ組の友達と一緒に楽しんで

います。時間いっぱいに夢中になってカードをめくり、どちらのチームも勝ちたい気持ちをもちながら、友達と

力を合わせて取り組んでいます。結果発表では、「どっちの色が多いかな？」と、ドキドキ、ワクワクしながら、

みんなでカードの枚数を数え、勝敗のつくルールのある遊びの面白さを感じています。当日はどちらのチームが

勝つのでしょうか？ 

 

 

＊ プログラム７番 競技 『チャレンジリレー』 ＊ 

 

 参観後も、子どもたちは運動遊具を使ったコース作りや作ったコースで体を動かすことを楽しんでいま

す。最近は、グループの友達と使いたい遊具やコースを相談しながら、自分たちのグループのコースを作っ

ています。コース作りをする中で、「ここに平均台を置こう」「ジグザグに歩くところを作りたい」と、友達

同士で話し合ったり考えたりする時間を大切にしてきました。 

また、作ったコースで実際に遊んでみることで、「跳び棒が近すぎて跳びにくいな」「虹色の石は真っすぐに

並べた方が歩きやすい」と、新しい考えが出てくることもあります。そのたびに、友達と相談してコースを

作り直し、より自分たちが安全に楽しめるコースを作ってきました。 

運動会では、子どもたちがグループの友達と一緒に考えて作ったコースに挑戦します。行きは運動遊具を楽

しみ、帰りは思い切り走って次の友達につなぎます。跳ぶ、渡る、くぐる、這う、転がる、走るなど、いろ

いろな体の動かし方で遊ぶだけでなく、友達と考えて一つの遊びを作ってきたことも、この運動遊びの大切

な経験です。当日は、友達と相談しながら作り上げたコースに、自信をもって挑戦する子どもたちの姿に温

かい声援を宜しくお願いします。 

  

 

跳び石が 
やりたいな！ 

じゃあ、ジグザグの道
の後にするはどう？ 

バーに当たらないよう
にゆっくりくぐるぞ！ 

運動遊具の写真を使いなが

ら、やりたい遊具を出し合っ

てコースを考えています 

負けないぞ～！ 全部赤にするぞ！ 

ここはバランスコ
ースにしよう！ 

今日はこんなコースを
作ったよ！ 
みんなでよーいどん！ 


